
保護者の皆様へ

「自分らしく」輝くために

キャリア教育は、社会の中で自分の役割を果たしながら、
「自分らしい生き方」を目指して必要な力を身に付けていく
ための教育です。

桜の花びらに春の訪れを感じる季節となりました。初めて入る
教室、初めて話す友達など、新しい環境にわくわくしている子も
いれば、中には不安を感じている子もいるのではないでしょうか。
環境が変わることに対する感じ方は人それぞれですが、すべての
子どもたちが、自分なりのペースで学校生活をスタートさせてく
れることを願っています。

相模原市教育委員会 教育長 細川 恵

２人の選手が発揮した「コミュニケーション力」、「ねばり強さ」のような力は、国語や
算数の学力のように、A、B、Cで評価できるものではありません。しかしながら、人が社
会の中で生きていく上で、とても重要な力であることは言うまでもありません。
相模原市では、 「コミュニケーション力」や「ねばり強さ」のような、人が社会の中で、

自分らしく生きていく上で必要となる力を、「つながる力」、「自律する力」、「乗り越え
る力」、「見通す力」の４つの力に整理し、キャリア教育を通じて育成を目指しています。

オリンピックにおける２人の活躍を少し振り返ってみます。
女子カーリングでは、各選手に取り付けられたマイクにより、選手間でやりとりする声を

聴くことができました。試合中、小谷選手は、日本チームが次のストーンを投げるまでの
たった10秒ほどの短い時間の中で、自身のイメージを明確に伝えるとともに、仲間のイ
メージを聴き取っていました。小谷選手の「コミュニケーション力」の高さを感じられる
シーンがたくさんありました。
スノーボード男子ハーフパイプでは、あの反り立った斜面からさらに高く飛び上がり、

1440°も回転した上で、見事に着地を決める戸塚選手の姿が見られました。この技を成功
させるまでに、一体、戸塚選手は何度雪の上で転んだことか、そして、その度に立ち上がり、
何度挑戦を続けてきたことか、想像するだけで「ねばり強さ」を感じずにはいられません。

さて、今年２月に開催されたミラノ・コルティナ冬季オリンピックでは、本市にゆかりの
ある選手たちが躍動しました。女子カーリングには、市内公立小・中学校出身の小谷優奈選
手が出場し、セカンドとして活躍しました。さらに、スノーボード男子ハーフパイプには、
市内私立高校出身の戸塚優斗選手が出場し、見事、金メダルを獲得しました。

相模原市では、小中一貫教育や地域連携の取組を軸に、
教育活動全体を通じて、子どもたち一人ひとりの良さを認
め、励まし、導いてまいります。

保護者の皆様におかれましては、本市教育にご理解をい
ただくとともに、ご協力を賜わりますよう、よろしくお願
いいたします。
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